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 去る 11月 4日(木)、5日(金)の両日にわたり、当会

が主催する「第 2回 自治体職員向けの地下空間活用に

関する研修会」が開催されました。この研修会は、地下

空間活用に関する現状や法制度など、日頃なかなか体系

的に学ぶことができない自治体の皆様や、着任して間も

ない方々を対象として、別表のようなプログラムで開催

されました。 

 昨年の同時期に初めて開催しましたが好評だったた

め、今回は西日本の自治体の皆さんが集まりやすいよう

に大阪で開くこととしました。会場は、当会の大阪分科

会座長で立命館大学 総合科学技術研究機構 上席研究

員である村橋正武先生にお力添えいただき、立命館大学大阪梅田キャンパス５階をお借りしました。

また、準備・運営にあたって、大阪分科会の幹事の皆様、村橋研究室の秘書 島田様に多大なご協

力をいただきました。 

 第 1 日目は午後 2 時 20 分から午後 4 時

35 分まで、翌日の見学会の事業説明がありま

した。第 2 日目は西日本旅客鉄道(株)、大阪

地下街(株)のご協力をいただき、午前 10時か

ら午前中いっぱい東海道線支線地下化・うめ

きた新駅とホワイティうめだの見学会を実施

しました。そして午後は 2 時 20 分から午後

5時30分まで座学中心の講座を進めました。 

 当会の特別会員である自治体のほか、国土

交通省都市局街路交通施設課から各地方整備

局を通じて、都市の地下空間開発に実績また

は予定のある自治体にも声掛けし、8 名の自

治体職員の皆さんが受講されました。他にこ

のニュースレターで紹介する 5 名の講師の皆

様、村橋研究室、当会の大阪分科会、企画運営

小委員会の関係者の方々、そして事務局と総

勢 25 名での研修会となりました。ご協力い

ただいた皆様には、心からお礼申し上げます。 

 以下に研修会の概要を今回と次回の 2 回に

分けてニュースレターでご紹介します。 
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ホワイティうめだは整備当時、地下街に関する統一的な法規は存

在せず、その結果、後に制定された建築基準法、地下街基本方針等に

準拠できない状況がいくつかありました。そこで、躯体補修・耐震補

強、地下街の規制強化後の基準への適合、浸水対策、設備増強等を目

的として、これまでの地下街改修で実施できなかった内容を、スケル

トン化によるリニューアルで実現し、抜本的に更新する全国で初の

事例です。 

まず、大阪地下街㈱の概要、同社の地下街概要、大阪駅周辺地区の

地下空間の現況、とくに主要鉄道駅と一体化した周辺地下開発などについて説明がありました。続

いて大規模リニューアル計画についてホワイティうめだの建築基準法・地下街基本方針への準拠状

況、改修による基準への適合可能性検討とリニューアル後の状況、とくにスケルトン化しても基準

への準拠が困難である項目について詳しく紹介がありました。更に大規模リニューアルの実施につ

いて改修平面図を使って、躯体・耐震、防災・遵法化、設備更新・増強、利便性向上などの目的別

に工事個所の説明があり、専用の排煙

設備の設置、公共通路天井高や地下広

場の改修、非常用発電機や止水板の更

新、耐震補強などそれぞれのリニュー

アル前後の状況の紹介がありました。 

スケルトン化によるリニューアル

は、老朽化した地下街を安全面はもと

より商業施設として抜本的に更新でき

る新たな手法です。店舗構成の全面的

な変更により大幅な収益化を図ること

が可能ですが、事業費の高額化、店舗

面積の減少、長期休業等に課題がある

との指摘がありました。 

 

JR 東海道線支線地下化・新駅設置事業は、うめきた 2 期区域のま

ちづくりの基盤となるもので、うめきた地区の西端地上を南北に走行

している現在線を地区の中央部に移設・地下化し、新駅を整備する事

業です。これにより、踏切の除却や、現在、高さ制限のある鉄道と道

路との交差部分の解消を図り、踏切事故や渋滞が解消され、道路を安

全に通行できるようになるとともに、鉄道で分断されたまちが一体的

に利用でき、新駅により地区の価値が高まります。 

説明ではまず地区概要・経緯・歴史、とくに大阪圏の鉄道ネットワークやうめきた地区の開発(１

期・２期) についての紹介がありました。次に事業概要について諸元、経緯、区間、断⾯図、事業

効果の説明がありました。更に工事の概要・進捗状況については施工手順図と写真により、３つの

施工方法、すなわち仮線施工、別線施工、直下施工（仮線併用）の分かり易い説明がありました。

また翌日見学する新駅の島式ホーム 2面 4線の構造が紹介されました。このうち、あらゆる⾞種・
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編成に応じて開⼝を構成出来る、世

界初のフルスクリーンホームドアは

大変興味深いものでした。 

最後に関連する 2つの事業、なに

わ筋線と周辺開発事業についても説

明がありました。なにわ筋線は、この

新駅と JR 難波駅及び南海本線の新

今宮駅をつなぐ新たな鉄道路線で

す。大阪都心部を南北に縦貫する都

市鉄道として整備し、既存の鉄道路

線(JR 線、南海線)と接続させること

により、鉄道ネットワークの強化、関

西国際空港や新幹線新大阪駅へのア

クセス改善など、大阪の国際競争力強化、ひいては関西の活性化に資する新たな鉄道建設事業です。

一方、周辺開発事業としてはうめきた２期、この新駅と既存の⼤阪駅を結ぶ⻄北ビル・⻄⼝改札、

郵便局跡地の⼤阪駅⻄地区開発計画などについて紹介がありました。 

 

 

翌日 10 時に大阪駅連絡橋口北側のルクアイーレ オフィスタワー入口付近に集合し、河端様ほ

か西日本旅客鉄道(株)大阪工事事務所 うめきた工事所の皆さまの案内で、東海道線支線地下化・新

駅事業の現場視察が行われました。まずオフィスタワー西側の OSC 駐車場棟ヘ移動し、駐車場棟

８Ｆで全体説明を受け事業用地全体を俯瞰しました。次いで駅部工区へ移動し装備を整えてからコ

ンコース階及びホーム階を視察しました。コンコース階では既存の大阪駅と直接乗り換えできる地

下通路の状況、ホーム階ではフルスクリーンホームドアや車両とホームとの隙間回避の工夫などの

説明がありました。 

引き続き11時半過ぎから井下常務様ほか大阪地下街(株)の皆さまの案内でホワイティうめだを

見学しました。阪神百貨店前の大阪駅前地下道東西通路を越え、ホワイティうめだ 1 期そして 2

期へと進み、天井高さや幅員の状況を観察した後、地下 2階の設備室を視察しました。続いて泉の

広場、そして一度地上に上がり高架下の冷却塔、非常用発電機など見た後、再び地下に戻り防災セ

ンターを見学しました。 

 

東海道支線地下化・新駅 ホワイティうめだ地下 2 階設備室 


